
毛髪

毛髪などが混入していた場合、必ずしもすべての消費者がメーカーなどに

苦情を寄せるとは限りません。そして、クレームを言わなかった消費者

が、同じメーカーの商品を再び購入する確率は非常に低いという事実があ

ります。

物混入対策を講じているはずです。しかし、消費者からのクレームの発生

状況を見ても、異物混入はいっこうに減る気配がありません。



もちろん、Ｏ157や以前問題になった大手乳製品会社のブドウ球菌によ

るエンテロトキシンなどは、健康に大きな影響を与えます。そして、そう

した製品を製造してしまった企業が、信頼を失墜させ、大きな損害を受け

ることも、よく理解できます。

食中毒の発生と異物混入事故とでは、メーカーに与える影響の種類（性

質）が異なります。ボクシングに例えると、食中毒はＫＯパンチ、異物混

入事故はボディブローといったところでしょうか。

メーカーに与えるダメージの大きさは同じです。

出典：�佐藤邦裕・江藤諮監修『異物混入を防ぐ！』（公益社団法人日本食品衛生協会刊）

全



て

す。ツールのなかで最も重要なもののひとつが、製造場内の見取図です。

どういう経路で原材料や製品が動いているのか、人の動きはどうか、そう

した観点から考察して、どこが汚れている場所なのか、どこで異物が混入

する可能性があるのかを考えていくわけです。


